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1. 2019年3月期第3四半期の連結業績（2018年4月1日～2018年12月31日）

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する四

半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2019年3月期第3四半期 950,698 1.5 79,604 10.3 80,903 8.9 61,893 22.0

2018年3月期第3四半期 936,824 0.3 72,168 6.2 74,312 10.4 50,720 9.6

（注）包括利益 2019年3月期第3四半期　　63,257百万円 （△0.8％） 2018年3月期第3四半期　　63,789百万円 （57.4％）

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

2019年3月期第3四半期 426.80 ―

2018年3月期第3四半期 349.30 ―

(2) 連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

2019年3月期第3四半期 1,025,064 562,762 51.6 3,644.24

2018年3月期 925,237 495,177 52.7 3,360.70

（参考）自己資本 2019年3月期第3四半期 528,539百万円 2018年3月期 487,310百万円

※「『税効果会計に係る会計基準』の一部改正」（企業会計基準第28号　2018年2月16日）等を第１四半期連結会計期間の期首から適用しており、前連結会

計年度に係る主要な経営指標等については、当該会計基準等を遡って適用した後の指標等になっております。

2. 配当の状況

年間配当金

第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2018年3月期 ― 57.50 ― 72.50 130.00

2019年3月期 ― 65.00 ―

2019年3月期（予想） 65.00 130.00

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無

3. 2019年3月期の連結業績予想（2018年4月1日～2019年3月31日）

（％表示は、対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 1,265,500 2.0 101,000 6.7 101,000 5.3 71,000 15.9 489.59

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無



※ 注記事項

(1) 当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動） ： 有

新規 2 社 （社名）
ＫＭＢ株式会社、
ＫＭバイオロジクス株式会社

、 除外 1 社 （社名） ＫＭＢ株式会社

(2) 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 有

詳細は、[添付資料]12ページ「２．四半期連結財務諸表及び主な注記（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項（四半期連結財務諸表の作成に特有の
会計処理の適用）」をご覧ください。

(3) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 無

② ①以外の会計方針の変更 ： 有

③ 会計上の見積りの変更 ： 有

④ 修正再表示 ： 無

(4) 発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 2019年3月期3Q 152,683,400 株 2018年3月期 152,683,400 株

② 期末自己株式数 2019年3月期3Q 7,649,187 株 2018年3月期 7,680,613 株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 2019年3月期3Q 145,020,074 株 2018年3月期3Q 145,207,376 株

※ 四半期決算短信は公認会計士又は監査法人の四半期レビューの対象外です

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

（将来に関する記述等についてのご注意）

　本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、その
達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及
び業績予想のご利用にあたっての注意事項等については、［添付資料］7ページ 「１．当四半期決算に関する定性的情報（３）連結業績予想などの将来予測情報

に関する説明」 をご覧ください。

（決算短信補足説明資料の入手方法について）

　決算短信補足説明資料は決算短信に添付しＴＤｎｅｔで開示しております。また、当社ホームページにも同日掲載いたします。

（アナリスト・機関投資家向け電話会議資料の入手方法について）

当社は、2019年2月7日（木）にアナリスト・機関投資家向けの電話会議を開催する予定です。この電話会議におけるプレゼンテーション資料および音声情報
は、当社ホームページに掲載いたします。
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当社グループは「2020中期経営計画」の初年度を迎え、基本コンセプト「継続的戦略課題への取り

組み」と「成長に向けた新たな挑戦」に基づき、「コア事業での高シェア・高収益の実現」「海外市場 

での成長基盤の確立に向けた積極的な事業拡大」「健康を軸とした新たな価値領域での仕掛け」「構造 

改革の継続的な実行と個別事業課題の克服」「経営基盤の進化とＣＳＲの推進」に向けて取り組みを 

進めています。 

 2019年３月期は、2020中期経営計画の達成に向けて、食品・医薬品の両セグメントともにコア領域・ 

成長領域に経営資源を重点的に投下し、さらなる売り上げ拡大に取り組むとともに、海外事業の展開も 

積極的に進めています。また、食品セグメントでは物流費や人件費の上昇、医薬品セグメントでは 

薬価改定の影響を大きく受けるなど両セグメントともに厳しい環境下において、費用の効率的な支出や 

生産性向上に取り組んでいます。 

 当第３四半期連結累計期間の売上高は 9,506億98百万円（前年同期比 1.5％増）、営業利益は 796億 

４百万円（同 10.3％増）、経常利益は 809億３百万円（同 8.9％増）、親会社株主に帰属する四半期 

純利益は 618億93百万円（同 22.0％増）となりました。 

 なお、2018年７月２日付で当社および当社の事業子会社であるMeiji Seika ファルマ株式会社は、 

一般財団法人化学及血清療法研究所の主要事業を現物出資により承継したＫＭバイオロジクス株式会社 

の株式を一部取得し、連結子会社化しました。 

（単位：億円） 

2018年３月期

第3四半期累計 

2019年３月期

第3四半期累計 
対前年同期 

増減額 
主な増減要因 

売上高 9,368 9,506 138 詳細はセグメント別の概況に記載 

営業利益 721 796 74 詳細はセグメント別の概況に記載 

営業外収益 34 30 △4 為替差益△6

営業外費用 13 17 3 為替差損+5

経常利益 743 809 65  ―

特別利益 50 134 83 負ののれん発生益+65、固定資産売却益+24 

特別損失 42 57 15
災害（地震、台風等）による損失+13、

減損損失+5、固定資産廃棄損△15

税金等調整前

四半期純利益
751 885 133  ―

法人税等 235 244 8  ―

非支配株主に帰属する

四半期純利益
8 22 13  ―

親会社株主に帰属する

四半期純利益
507 618 111  ―
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セグメント別の概況は次のとおりです。

①食品セグメント

・売上高は前年同期を下回りました。加工食品事業、栄養事業、海外事業は前年同期を上回りました

が、プロバイオティクスの減収により発酵デイリー事業は前年同期を下回り、菓子事業は取引制度

変更の影響やチョコレートが減収となったことから前年同期を大幅に下回りました。

・営業利益は、主力のプロバイオティクスやチョコレートの減収による影響を、宣伝費等の削減に

より補い前年同期並みとなりました。

（単位：億円） 

2018年３月期 

第3四半期累計 

2019年３月期 

第3四半期累計 

対前年同期

増減率

食 品

売 上 高 8,155 8,031 △1.5%

営業利益 649 649 △0.0%

事業別の概況は次のとおりです。 

（単位：億円） 

売 上 高 営業利益

2018年３月期

第3四半期累計 

2019年３月期

第3四半期累計 

対前年同期

増減率

2018年３月期

第3四半期累計 

2019年３月期

第3四半期累計 

対前年同期

増減率

発 酵

デイリー
2,545 2,480 △2.5%

発 酵

デイリー
365 341 △6.5%

加工食品 1,349 1,375 1.9% 加工食品 62 70 13.1%

菓 子 996 876 △12.1% 菓 子 152 148 △2.2%

栄 養 667 676 1.3% 栄 養 113 113 0.3%

海 外 318 354 11.1% 海 外 6 10 60.3%

その他 

国内子会社 
2,276 2,267 △0.4%

その他 

国内子会社 
40 34 △14.5%

全社共通費 △89 △69 ―
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【発酵デイリー事業】 （ヨーグルト、牛乳類、飲料等） 

・売上高は、リニューアルした「明治ブルガリアヨーグルト」のプレーンタイプが好調に推移しま

したが、プロバイオティクスの減収により、前年同期を下回りました。

・営業利益は、減収の影響や物流費等の増加により前年同期を下回りました。

【加工食品事業】 （チーズ、バター・マーガリン、クリーム、アイスクリーム、冷凍食品等） 

・売上高は、「明治北海道十勝カマンベールチーズ」や業務用クリームが好調に推移したことに

加え、アイスクリームも「明治エッセルスーパーカップ」シリーズが増収となり、前年同期を

上回りました。

・営業利益は、主要製品の増収により前年同期を大幅に上回りました。

【菓子事業】 （チョコレート、グミ、ガム等） 

・売上高は、2018年４月からの取引制度見直しによる販売価格の変更やチョコレートの減収に

より前年同期を大幅に下回りました。

・営業利益は、宣伝費等の削減に努めましたが、減収の影響により前年同期を下回りました。

【栄養事業】 （スポーツ栄養、粉ミルク、流動食、美容、ＯＴＣ等） 

・売上高は、「ザバス」が好調に推移し、流動食「明治メイバランス」シリーズも増収となった

結果、前年同期を上回りました。

・営業利益は、販促費等が増加したものの主要製品の増収により前年同期並みとなりました。

【海外事業】 （海外子会社、輸出） 

・売上高は、台湾での粉ミルク販売や、牛乳を中心に乳製品が好調に推移した中国子会社の増収が

寄与し、前年同期を大幅に上回りました。

・営業利益は、中国子会社の増収により前年同期を大幅に上回りました。

・2018年４月より台湾明治食品股份有限公司を連結子会社化しました。

【その他国内子会社】 （飼料、畜産品、砂糖および糖化穀粉、運送等） 

・売上高は、砂糖商社や畜産品会社の減収の影響がありましたが、物流会社や飼料会社の増収により

前年同期並みとなりました。

・営業利益は、畜産品会社等の減収により前年同期を大幅に下回りました。
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②医薬品セグメント

・売上高は、2018年４月に実施された薬価改定の影響がありましたが、国内主力品の販売数量の伸長

や海外子会社が好調に推移したほか、2018年７月よりＫＭバイオロジクス社を新たに連結

したことにより前年同期を大幅に上回りました。

・営業利益は、前年同期を大幅に上回りました。薬価改定の影響を受けましたが、主力品の増収に

加え、原料調達価格の見直しや普及費等の削減でカバーしました。また、新規連結したＫＭバイオ

ロジクス社のヒト用ワクチン販売も寄与しました。

 （単位：億円） 

2018年３月期

第3四半期累計

2019年３月期

第3四半期累計

対前年同期

増減率

医薬品

売 上 高 1,223 1,482 21.2%

営業利益 75 151 100.2% 

事業別の概況は次のとおりです。 

（単位：億円） 

売 上 高 営業利益

2018年３月期 

第3四半期累計 

2019年３月期 

第3四半期累計 

対前年同期 

増減率 

2018年３月期 

第3四半期累計 

2019年３月期 

第3四半期累計 

対前年同期 

増減率 

国 内 932 964 3.5% 国 内 41 100 141.4%

海 外 291 305 4.9% 海 外 34 15 △53.5%

生物学的

製剤※
― 240 ―

生物学的

製剤※
― 43 ―

(注)各事業の売上高・営業利益の合計金額と医薬品セグメントの売上高・営業利益との差は、セグメント内の消去額 

です。 

※ＫＭバイオロジクス社に相当

【国内事業】 

・売上高は、前年同期を上回りました。薬価改定の影響がありましたが、統合失調症治療薬

「シクレスト」やアレルギー性疾患治療薬「ビラノア」が大幅に伸長し、2018年９月より新たに

発売したインフルエンザワクチンも寄与しました。

・営業利益は、主力品の増収や原料調達価格の見直し等により前年同期を大幅に上回りました。
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 ・2018年４月よりMe ファルマ株式会社を連結子会社化しました。 

 

【海外事業】 

 ・売上高は、インドやインドネシアの子会社が好調に推移したことにより、前年同期を上回り 

  ました。 

 ・営業利益は、輸出品のコストアップにより、前年同期を大幅に下回りました。 

 

【生物学的製剤事業】 

 ・売上高は、主力のインフルエンザワクチンや４種混合ワクチン「クアトロバック」が好調に推移 

  しました。 

 ・営業利益は、主力品が好調に推移したことにより拡大しました。 
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（２）財政状態に関する説明 

     (単位：億円) 

  2018年３月期
2019年３月期

第3四半期累計

   

対前期末 

増減額 
主な増減要因 

 流動資産 3,830 4,387 557
受取手形及び売掛金+302、

商品及び製品+175、原材料及び貯蔵品+73

 固定資産 5,422 5,862 440

建物及び構築物（純額）+169、

機械装置及び運搬具（純額）+152、

建設仮勘定+122

資産合計 9,252 10,250 998  ―

 流動負債 2,944 3,071 127

コマーシャル・ペーパー+230、

支払手形及び買掛金+59、

短期借入金△85、未払法人税等△71

 固定負債 1,356 1,551 194 長期借入金+141

負債合計 4,300 4,623 322  ―

 株主資本 4,655 5,076 420 利益剰余金+416

 その他の包括利益

 累計額
217 209 △7 その他有価証券評価差額金△16

 非支配株主持分 78 342 263  ―

純資産合計 4,951 5,627 675  ―

負債純資産合計 9,252 10,250 998  ―

 

有利子負債 1,191 1,476 285
コマーシャル・ペーパー+230、

長期借入金+141、短期借入金△85

自己資本比率 52.7 51.6 △1.1pt  ―

 

 

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明 

 2018年11月７日の「2019年３月期 第２四半期決算短信」で公表しました連結業績予想数値は変更 

しておりません。 
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２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表
    （単位：百万円） 

 
前連結会計年度 

(2018年３月31日) 
当第３四半期連結会計期間 

(2018年12月31日) 

資産の部    

流動資産    

現金及び預金 27,613 22,417 

受取手形及び売掛金 195,760 226,005 

商品及び製品 86,929 104,513 

仕掛品 3,344 3,487 

原材料及び貯蔵品 46,194 53,569 

その他 23,364 29,009 

貸倒引当金 △202 △218 

流動資産合計 383,004 438,785 

固定資産    

有形固定資産    

建物及び構築物 319,894 329,860 

減価償却累計額 △173,777 △166,841 

建物及び構築物（純額） 146,116 163,019 

機械装置及び運搬具 504,589 527,780 

減価償却累計額 △372,142 △380,112 

機械装置及び運搬具（純額） 132,447 147,668 

工具、器具及び備品 53,736 55,657 

減価償却累計額 △42,763 △43,443 

工具、器具及び備品（純額） 10,972 12,214 

土地 71,454 69,660 

リース資産 2,710 2,944 

減価償却累計額 △2,063 △2,271 

リース資産（純額） 647 673 

建設仮勘定 22,323 34,539 

有形固定資産合計 383,962 427,775 

無形固定資産    

のれん 10,590 9,835 

その他 11,964 13,709 

無形固定資産合計 22,555 23,545 

投資その他の資産    

投資有価証券 90,874 89,934 

退職給付に係る資産 20,777 21,876 

その他 24,156 23,247 

貸倒引当金 △93 △98 

投資その他の資産合計 135,715 134,958 

固定資産合計 542,232 586,279 

資産合計 925,237 1,025,064 
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    （単位：百万円） 

 
前連結会計年度 

(2018年３月31日) 
当第３四半期連結会計期間 

(2018年12月31日) 

負債の部    

流動負債    

支払手形及び買掛金 120,107 126,077 

短期借入金 49,749 41,186 

コマーシャル・ペーパー - 23,000 

未払法人税等 18,253 11,094 

賞与引当金 10,857 5,874 

返品調整引当金 72 1,228 

売上割戻引当金 1,943 1,906 

その他 93,444 96,816 

流動負債合計 294,429 307,183 

固定負債    

社債 20,000 20,000 

長期借入金 49,353 63,475 

退職給付に係る負債 50,330 51,850 

役員退職慰労引当金 148 101 

その他 15,797 19,691 

固定負債合計 135,629 155,118 

負債合計 430,059 462,302 

純資産の部    

株主資本    

資本金 30,000 30,000 

資本剰余金 99,841 100,052 

利益剰余金 366,276 407,969 

自己株式 △30,521 △30,413 

株主資本合計 465,595 507,608 

その他の包括利益累計額    

その他有価証券評価差額金 33,188 31,551 

繰延ヘッジ損益 △53 △9 

為替換算調整勘定 268 △571 

退職給付に係る調整累計額 △11,689 △10,038 

その他の包括利益累計額合計 21,714 20,931 

非支配株主持分 7,866 34,222 

純資産合計 495,177 562,762 

負債純資産合計 925,237 1,025,064 
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）

（第３四半期連結累計期間）
    （単位：百万円） 

 
前第３四半期連結累計期間 

(自 2017年４月１日 
 至 2017年12月31日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 2018年４月１日 

 至 2018年12月31日) 

売上高 936,824 950,698 

売上原価 596,506 605,196 

売上総利益 340,318 345,501 

販売費及び一般管理費 268,149 265,896 

営業利益 72,168 79,604 

営業外収益    

受取利息 109 91 

受取配当金 1,136 1,219 

持分法による投資利益 361 35 

為替差益 638 - 

その他 1,244 1,662 

営業外収益合計 3,489 3,008 

営業外費用    

支払利息 565 547 

為替差損 - 508 

その他 780 653 

営業外費用合計 1,345 1,709 

経常利益 74,312 80,903 

特別利益    

固定資産売却益 4,024 6,514 

負ののれん発生益 - 6,584 

子会社清算益 464 - 

その他 570 325 

特別利益合計 5,060 13,425 

特別損失    

固定資産廃棄損 3,071 1,494 

減損損失 498 1,007 

災害による損失 - 1,328 

その他 635 1,938 

特別損失合計 4,205 5,769 

税金等調整前四半期純利益 75,167 88,558 

法人税等 23,584 24,411 

四半期純利益 51,582 64,147 

非支配株主に帰属する四半期純利益 862 2,253 

親会社株主に帰属する四半期純利益 50,720 61,893 
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（四半期連結包括利益計算書）

（第３四半期連結累計期間）
    （単位：百万円） 

 
前第３四半期連結累計期間 

(自 2017年４月１日 
 至 2017年12月31日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 2018年４月１日 

 至 2018年12月31日) 

四半期純利益 51,582 64,147 

その他の包括利益    

その他有価証券評価差額金 10,572 △1,657 

繰延ヘッジ損益 38 45 

為替換算調整勘定 △512 △749 

退職給付に係る調整額 1,832 1,654 

持分法適用会社に対する持分相当額 275 △181 

その他の包括利益合計 12,206 △889 

四半期包括利益 63,789 63,257 

（内訳）    

親会社株主に係る四半期包括利益 62,903 61,111 

非支配株主に係る四半期包括利益 885 2,146 
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。 

 

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。 

 

（四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用）

 税金費用については、当第３四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に 

対する税効果会計適用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率 

を乗じて計算しております。 

 なお、法人税等調整額は、法人税等に含めて表示しております。 

 

（会計上の見積りの変更と区別することが困難な会計方針の変更）

（有形固定資産の減価償却方法の変更） 

当社の食品セグメントに属する株式会社明治のうち菓子工場等及びその一部の国内連結子会

社の有形固定資産の減価償却方法については、従来、定率法（ただし、1998年４月１日以降に

取得した建物並びに2016年４月１日以降に取得した建物附属設備および構築物については定額

法）を採用しておりましたが、第１四半期連結会計期間より定額法に変更いたしました。 

2026ビジョンに基づき当連結会計年度より開始した「2020 中期経営計画」において、コア事

業での高シェア・高収益を実現していく方針です。具体的には、健康志向チョコなど市場にお

ける競争優位性の高いコア事業の市場が拡大していることから、当社グループは経営資源をコ

ア事業に集中し、これに合わせた設備投資を計画しております。これを契機に、生産設備の稼

働状況を検討した結果、長期安定稼働が見込まれるため、定額法により取得原価を耐用年数に

わたって均等配分することが、今後のグループの経営実態をより適正に反映するものと判断し

ました。 

この変更により、従来の方法によった場合に比べて、当第３四半期連結累計期間の営業利

益、経常利益及び税金等調整前四半期純利益は 3,391百万円増加しております。 

 

（追加情報）

（「『税効果会計に係る会計基準』の一部改正」等の適用） 

「『税効果会計に係る会計基準』の一部改正」（企業会計基準第28号 2018年２月16日）等

を第１四半期連結会計期間の期首から適用しており、繰延税金資産は投資その他の資産の区分

に表示し、繰延税金負債は固定負債の区分に表示しております。 
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】 

Ⅰ 前第３四半期連結累計期間（自2017年４月１日 至2017年12月31日） 

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 

        （単位：百万円） 

  報告セグメント 

合計 
調整額 
（注１） 

四半期連結損益
計算書計上額 
（注２） 

  食品 医薬品 

売上高          

(1）外部顧客に対する売上高 815,042 121,782 936,824 - 936,824 

(2）セグメント間の内部売上

高又は振替高 
458 560 1,019 △1,019 - 

計 815,500 122,343 937,843 △1,019 936,824 

セグメント利益 64,947 7,569 72,517 △348 72,168 

    (注)１．調整額は以下のとおりであります。

        セグメント利益の調整額△348百万円には、セグメント間取引消去０百万円、各報告セグメントに

        配分していない全社費用△349百万円が含まれております。全社費用は当社（持株会社）運営に係 

        る費用等であります。 

       ２．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

 

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報 

（固定資産に係る重要な減損損失） 

 固定資産に係る重要な減損損失はありません。 

 

（のれんの金額の重要な変動） 

 のれんの金額の重要な変動はありません。 

 

（重要な負ののれん発生益） 

 重要な負ののれんの発生はありません。 
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Ⅱ 当第３四半期連結累計期間（自2018年４月１日 至2018年12月31日） 

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 

        （単位：百万円） 

  報告セグメント 

合計 
調整額 
（注１） 

四半期連結損益
計算書計上額 
（注２） 

  食品 医薬品 

売上高          

(1）外部顧客に対する売上高 802,763 147,934 950,698 - 950,698 

(2）セグメント間の内部売上

高又は振替高 
413 365 778 △778 - 

計 803,176 148,299 951,476 △778 950,698 

セグメント利益 64,922 15,157 80,080 △476 79,604 

    (注)１．調整額は以下のとおりであります。

        セグメント利益の調整額△476百万円には、セグメント間取引消去11百万円、各報告セグメントに

        配分していない全社費用△488百万円が含まれております。全社費用は当社（持株会社）運営に係 

        る費用等であります。 

       ２．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

 

２．報告セグメントごとの資産に関する情報 

   第２四半期連結会計期間において、ＫＭバイオロジクス株式会社の株式の一部を取得

し、新たに連結の範囲に含めております。これにより、前連結会計年度の末日に比べ、当

第３四半期連結会計期間の報告セグメントの資産の金額は、「医薬品」のセグメントにお

いて80,703百万円増加しております。 

 

３．報告セグメントの変更等に関する事項 

（有形固定資産の減価償却方法の変更） 

「会計上の見積りの変更と区別することが困難な会計方針の変更」に記載のとおり、当

社の食品セグメントに属する株式会社明治のうち菓子工場等及びその一部の国内連結子会

社の有形固定資産の減価償却方法については、従来、定率法（ただし、1998年４月１日以

降に取得した建物並びに2016年４月１日以降に取得した建物附属設備および構築物につい

ては定額法）を採用しておりましたが、第１四半期連結会計期間より定額法に変更いたし

ました。 

   この変更により、従来の方法によった場合に比べて、当第３四半期連結累計期間の食

品セグメントのセグメント利益は3,391百万円増加しております。 

 

４．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報 

（固定資産に係る重要な減損損失） 

 固定資産に係る重要な減損損失はありません。 

 

（のれんの金額の重要な変動） 

 のれんの金額の重要な変動はありません。 

 

（重要な負ののれん発生益） 

 当第３四半期連結累計期間において、ＫＭバイオロジクス株式会社の株式の一部を取得

し、連結範囲に含めた事により、「医薬品」のセグメントにおいて負ののれん発生益を

6,584百万円計上しております。 
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（表中の金額は億円未満切捨て）

Ⅰ．経営成績

１．連結
（単位：億円）

売上原価

販売費及び一般管理費

（運賃保管料）

（拡売費・広告宣伝費）

（労務費）

売上原価

販売費及び一般管理費

（運賃保管料）

（拡売費・広告宣伝費）

（労務費）

（注） 2019年3月期第2四半期より、KMバイオロジクスの業績が含まれております。

+15.987.2 383 +21.9 326 +9.5 710
親会社株主に帰属する
四半期（当期）純利益

170 +0.5 53.4 383 +21.9 +19.7 618 +22.0

+5.3

2019年3月期
第１四半期 第２四半期累計 第３四半期累計 通期 2019年3月期 計画

売上高

売上総利益

80.1 438 △4.9 571 +14.8 1,010経常利益 203 △19.3 48.9 438 △4.9 +5.7 809 +8.9

―

営業利益 197 △19.0 48.2 438 △2.9 +6.9 796 +10.3 78.8 438 △2.9 571 +15.4 1,010 +6.7

― 403 +2.8 ― ― ―198 +1.4 ― 403 +2.8 ― 609 +3.5

584 △6.3 ― ― ― ―291 △3.6 ― 584 △6.3 ― 911 △7.8 ―

240 △0.7 ― ― ― ―118 △5.3 ― 240 △0.7 ― 362 +2.7 ―

1,744 △0.0 ― ― ― ―848 △0.5 ― 1,744 △0.0 ― 2,658 △0.8 ―

―

1,045 △4.6 ― 2,182 △0.6 ― 3,455 +1.5 ― 2,182 △0.6 ― ― ― ―

― 3,937 +0.5 ― ― ―1,918 +0.1 ― 3,937 +0.5 ― 6,051 +1.5

6,119 +0.1 6,535 +3.8 12,655 +2.02,963 △1.6 48.8 6,119 +0.1 +0.8 9,506 +1.5 75.1

対前期
増減率

％ ％ ％ ％ ％ ％ ％ ％ ％ ％ ％

対通期計画
進捗率 実績

対前期
増減率

対通期計画
増減率

上期
（実績）

対前期
増減率

下期
（11/7修正）

対前期
増減率

通期
（11/7修正）

実績
対前期
増減率

対上期計画
進捗率 実績

対前期
増減率

対上期計画
増減率

実績
対前期
増減率

2018年3月期　実績

+0.8

上期
対前期
増減率 下期

対前期
増減率 通期

対前期
増減率

+0.6

％

△0.1

7,859

1,335

4,548

％

12,408

462 △5.4

△1.4

60.9 461 +27.8

+9.6

△5.7

59.0 451 +20.9営業利益 244 +10.8

親会社株主に帰属する
四半期（当期）純利益

170 +1.9 65.4 314 +29.2 +20.9 507

経常利益 251 +15.2

78.6 612 +0.8 △5.1 314 +29.2 298 △18.2 612

+7.9

74.8 946 +7.1 △1.9 946 +7.1

958

+9.0 721 +6.2 451 +20.9 495 △3.0

+11.7 743 +10.4 76.2 958 +7.9 △1.7 461 +27.8

196 +0.4 ― 392 +0.7 ― 589 +1.0 ―

987 △5.4 ―

788 +1.1788 +1.1 ― 392 +0.7 396 +1.6

1,335 △5.8 ― 624 △7.2 711 △4.6 △5.8

124 +4.0 ― 242 △0.4 ― 352 △4.0 ―

852 △2.9 ― 1,744 △4.5 ― 2,681 △3.1 ― 3,602 △3.4 ― 1,744 △4.5 1,857 △2.4 3,602 △3.4

― 4,548 △1.4

+0.2 ― 3,918 +1.3 ― 5,965 +1.2 ―

△1.3売上総利益 1,096 △0.1 ― 2,196 △0.2 ― 3,403

売上高 3,013 +0.1 49.5 6,114 +0.8 +0.4 9,368 +0.3

2018年3月期
第１四半期 第２四半期累計 第３四半期累計 通期

実績
対前期
増減率

対上期計画
進捗率 実績

対前期
増減率

対上期計画
増減率 実績

対前期
増減率

対通期計画
進捗率 実績

対前期
増減率

対通期計画
増減率

― 2,196 △0.2 2,352 △2.5

497

302 △6.6

462 △5.4 ― 242 △0.4 219 △10.3

― 624 △7.2 ―

％ ％ ％ ％ ％ ％ ％ ％％

7,859

74.2 12,408

1,916 +0.6 ― 3,918 +1.3 3,940 △0.1

△0.1 △1.7 6,114 +0.8 6,293 △1.0

補足-1



２．食品セグメント
（単位：億円）

売上原価

販売費及び一般管理費

（運賃保管料）

（拡売費・広告宣伝費）

（労務費）

.

売上原価

販売費及び一般管理費

（運賃保管料）

（拡売費・広告宣伝費）

（労務費）

経常利益 189 74.6

営業利益 184 △17.8

+5.679.9 305 +4.0 307 +7.3 613
親会社株主に帰属する
四半期（当期）純利益

166 +6.6 52.8 305 +4.0 △3.2

47.5 390 △4.6 +0.3 649 △0.0

△17.3 48.0 397 △4.3 +1.1 665 +0.1 397 △4.3 494 +11.1

+4.7

489 +5.1

73.7 390 △4.6 491

142 +2.1 ― 282 +2.0 ― 427 +1.8 ― 282 +2.0 ― ―

514 △7.3 ― ― ― ―

112 △5.6 ― 229 △0.6 ― 345 +2.7 ―

258 △4.7 ― 514 △7.3 ― 802 △8.6 ―

― ―

675 △2.2 ― 1,347 △3.6 ― 2,057 △3.9 ― 1,347 △3.6 ― ― ―

3,510 △0.7 ― ― ―

― 1,737 △3.8 ― ― ―

％ ％ ％ ％

売上高 2,586 △2.6 48.8 5,248 △1.8 △1.0

対通期計画
増減率

上期
（実績）

対前期
増減率

下期
（11/7修正）

対前期
増減率

通期
（11/7修正）

対前期
増減率

売上総利益 859 △6.0 ― 1,737 △3.8 ― 2,707 △3.0

1,726 △0.8 ― 3,510 △0.7 ―

229 △0.6

対前期
増減率

2019年3月期
第１四半期 第２四半期累計 第３四半期累計 通期 2019年3月期 計画

実績
対前期
増減率

対上期計画
進捗率 実績

対前期
増減率

対上期計画
増減率

実績
対前期
増減率

対通期計画
進捗率 実績

対前期
増減率

上期

5,342

3,535

1,806

1,397

△0.8

―

―

―

892 +3.7

+13.5 881

― ―

― ―

下期
対前期
増減率 通期

対前期
増減率

△4.3 △3.9

580

△11.3 439

△1.4 10,736

2,861

+2.7

△1.5

+5.4 432 △1.9

619 △5.2 △5.81,174

△3.5

+0.3

△6.3

445

+1.5841

561 +1.2

+3.1

561 +1.2 ― +0.4 284 +2.1

△2.7― 3,703 △2.7

1,174

231

555

277

― △1.6

439 △6.3 ― △1.2

― 2,861 △3.9 ―

+0.0 7,033

1,896 △3.8 3,703

％

208

1,463

860

+2.7 △3.7 +9.3 286 △3.3

+1.5 △2.2

+3.1 △1.5

409

415

293

+8.6

％ ％ ％ ％ ％

5,324 △0.7

+0.58,031 △1.5 75.3 5,248 △1.8 5,422

％

―

2018年3月期　実績

％

10,671 △0.6

△5.8 ― △6.5

営業利益 224 +2.1 75.4 841+5.4 649 △1.957.9 409 +5.4

231 △1.2 ― 336 △4.9 ―

親会社株主に帰属する
四半期（当期）純利益

156 △6.4 61.1 293 +9.3 +14.8 465

経常利益 228 +4.8

77.2 580

+6.0 664 +0.458.3 415 +8.6

+3.7

76.1 860

― 555 △6.5 ― 878 △4.8 ―

139 +0.6 ― 277 +0.4 ― 419 +1.3 ―

271 △5.5

119 ―+3.4

690 △2.3 ― 1,397 △3.5 ―

％ ％ ％

7,033 +0.3 ― +0.5 3,497

74.8 10,736 △0.8 △1.5 △0.2 5,393

1,741 △0.5 ― 3,535 +0.5 ― 5,364

2,140 △2.8

売上総利益 915 △1.3 ― 1,806 △1.6 ― 2,790 △2.6

売上高 2,656 △0.8 50.0 5,342 △0.2 +0.6 8,155 △0.5

2018年3月期
第１四半期 第２四半期累計 第３四半期累計

+0.7 ―

％％ ％ ％ ％ ％ ％

通期

実績
対前期
増減率

対上期計画
進捗率 実績

対前期
増減率

対上期計画
増減率 実績

対前期
増減率

対通期計画
進捗率 実績

対前期
増減率

対通期計画
増減率

補足-2



３．医薬品セグメント
（単位：億円）

売上原価

販売費及び一般管理費

売上原価

販売費及び一般管理費

（注） 2019年3月期第2四半期より、KMバイオロジクスの業績が含まれております。

+197.0134.1 78 +302.3 18 +41.4 97
親会社株主に帰属する
四半期（当期）純利益

3 △72.5 45.0 78 +302.3 +1,064.4 130 +222.3

+22.4

経常利益 12 △36.7 48.4 40 △8.3 +58.8 142 +86.4 118.6 40 △8.3 79 +46.1 120 +21.8

112.3 51 +17.5 83 +25.7 135営業利益 14 △23.6 57.0 51 +17.5 +96.2 151 +100.2

―

171 +5.4 ― 394 +13.8 ― 598 +11.0 ― 394 +13.8 ― ― ― ―

― 445 +14.2 ― ― ―売上総利益 185 +2.3 ― 445 +14.2 ― 750 +21.9

430 +11.1 ― ― ― ―192 +8.7 ― 430 +11.1 ― 732 +20.5 ―

％

売上高 378 +5.4 48.6 876 +12.6 +12.4 1,482 +21.2 74.1 876 +12.6 1,123 +23.9 2,000 +18.7

％ ％ ％ ％ ％％ ％ ％ ％ ％

2019年3月期

第１四半期 第２四半期累計 第３四半期累計 通期 2019年3月期 計画

実績
対前期
増減率

対上期計画
進捗率 実績

対前期
増減率

対上期計画
増減率

実績
対前期
増減率

対通期計画
進捗率 実績

対前期
増減率

対通期計画
増減率

上期
(実績)

対前期
増減率

下期
（11/7修正）

対前期
増減率

通期
（11/7修正）

対前期
増減率

△16.2

+105.5― 54 △24.2 9844

1989.7 32 △16.2 △27.4 ― 13 △79.8 32

― 66 △6.0 110 +90.7

+3.2

777

387

389

346

43

+3.6

+6.9 458 848 +4.8

△1.8

親会社株主に帰属する
四半期（当期）純利益

11 ― 275.4 19 ― +386.9 40 +228.6

売上高

売上総利益

76.4 98 +105.5 △1.4経常利益 19 ― 88.5 44 ― +100.6 76 +841.5

営業利益 19 +11,900.3 72.1

738 △1.8162 △5.1 ― 346 △8.4 ― 539 △4.2

第１四半期 第２四半期累計 第３四半期累計 通期

181 +6.2 ― 389 +6.9 ― 615 +5.3 ― 848 +4.8 ―

―

― 836

43 ― +61.3 75 +260.3 68.8 110 +90.7 +0.2

+3.6 ― +8.8 448 △0.5 836

― △8.4 392 +4.9 738

177 +6.8 ― 387 +8.8 ― 608 +6.2

1,684 +4.2 △2.7 +7.8 906 +1.3 1,684 +4.2359 +6.5 45.4 777 +7.8 △1.5 1,223 +5.8 70.6

％ ％ ％ ％ ％ ％ ％ ％ ％ ％ ％

対通期計画
進捗率 実績

対前期
増減率

対通期計画
増減率

2018年3月期 対前期
増減率

下期
対前期
増減率

通期実績
対前期
増減率

対上期計画
進捗率 実績

対前期
増減率

対上期計画
増減率

実績
対前期
増減率

2018年3月期　実績

上期
対前期
増減率

補足-3



Ⅱ．セグメント情報

１．食品セグメント

A．売上高
（単位：億円）

　発酵デイリー

　加工食品

　菓　子

　栄　養

　海　外

　その他国内子会社

　発酵デイリー

　加工食品

　菓　子

　栄　養

　海　外

　その他国内子会社

B．営業利益
（単位：億円）

　発酵デイリー

　加工食品

　菓　子

　栄　養

　海　外

　その他国内子会社

　全社共通費

　発酵デイリー

　加工食品

　菓　子

　栄　養

　海　外

　その他国内子会社

　全社共通費

（注） 各事業区分の業績（消去後数値）を記載しております。

（注） 全社共通費は各事業に配賦していない費用です。

△72 － △124 －－ △89 － － △124 － － △52 －

－

13 － － 26 － － 40 － － 43 － － 26 － 16 － 43 －

－ 7 － － 3 － 3 － 7△1 － － 3 － － 6 －

－

18 － － 40 － － 62 － －

－

－ △51 － △93 －

2018年3月期
第１四半期 第２四半期累計 第３四半期累計 通期 2018年3月期　実績

対前期
増減率実績

対前期
増減率

対上期計画
進捗率 実績

対前期
増減率

対上期計画
増減率 実績

対前期
増減率 実績

対前期
増減率

対通期計画
増減率

対前期
増減率

－

72 +0.3 +10.1 113 +0.3 85.1

5 +48.3 +40.2 10 +60.3 102.9

△10.5 18 +7.5 41 △3.5

+9.8△13.7 153 216

+7.4

+41.4 10 +44.8

+0.3 60 +17.1 133

+48.3 5

+23.5

対前期
増減率

％

12 △3.8 50.0 23 △10.5 △7.7 34 △14.5 82.3

△9.0 △2.9

16 △7.8 43

2018年3月期
下期

2019年3月期
第１四半期 第２四半期累計 第３四半期累計 通期 2019年3月期　計画

上期
(実績)

－ 　－ 2,978 － 　－ 1,512 － 1,465 －752 － 　－ 1,512

通期 2019年3月期　計画

上期
(実績)

750 △0.2 49.6 1,511 △0.1 △0.2 2,267 △0.4 75.9 1,511 △0.1 1,477 +0.9

+1.3

％

下期
（11/7修正）

対前期
増減率

通期
（11/7修正）

対前期
増減率

+2.8

％ ％

対前期
増減率

対前期
増減率

％

－ 3,385

－

405 －

761 －

－

％

1,706

889 －

－841

－

1,679 －

－ 229

593

435

+1.8 48.7 445 +2.4 +0.1 676 +1.3 78.9

99 +7.4 39.6 217 +5.8 △13.1 354 +11.1

+12.6+9.1 39

－

852 －

－205

1,355 －

1,741

％

2,989 +0.4

217

43

2018年3月期　実績

上期

2,978

対前期
増減率 通期

対前期
増減率

△2.5 74.6

△15.1 741 △2.7 1,245 △8.2

490 +12.9

+1.9445 +2.4 411 +1.4 857

+5.8 273 +19.272.2

1,655 △3.0 1,669 △0.6 3,324 △1.8

％

70.4 504

％

850 △0.3 1,764

2019年3月期
第１四半期 第２四半期累計 第３四半期累計

対通期計画
進捗率

914

％ ％ ％ ％

実績
対前期
増減率

対上期計画
進捗率 実績

対前期
増減率

対上期計画
増減率 実績

％ ％

実績
対前期
増減率

対上期計画
進捗率

△19.6 48.8 504

830 △3.1 49.7 1,655 △3.0 △1.0 2,480

216

第３四半期累計

－

857 － － 1,706 － － 2,545 －

－ －

－－ 1,349431 － －

309 996 － －

対通期計画
増減率

－

－ －

通期

－ － 435 －

対上期計画
増減率

889 －

－

－

％ ％ ％

－ 3,385 － －

－

実績
対前期
増減率

対上期計画
進捗率 実績

対前期
増減率

△9.0

％

△3.4265

％

実績
対前期
増減率

69.8113 △14.1

％ ％ ％ ％

対前期
増減率

+1.9

248

対通期計画
進捗率 実績

実績
対前期
増減率

％

実績
対前期
増減率実績

対前期
増減率

+2.1 48.5 914

△15.1 △1.1 876 △12.1

第１四半期 第２四半期累計

対通期計画
増減率

+2.8 +0.7 1,375

％

440 78.0

213

対前期
増減率

1,741

％

－ 667

1,355 －

－ － 841 －

－

％ ％

593 － －

62

70 +13.1 84.7

2,276

148 △2.2 68.7

△6.0

％

92 － － 205 － － 318 － －

対通期計画
進捗率

対上期計画
増減率 実績

対前期
増減率

％ ％

－ 434

224

+9.1 +5.7

434

通期
（11/7修正）

下期
（11/7修正）

対前期
増減率

対前期
増減率

対通期計画
増減率

％

341 △6.5 224 489

+16.7 83

－ 　－

下期
対前期
増減率 通期

％

152 － － 197 － 72 197－ 124 －

－ 274 520

％ ％

対通期計画
進捗率

％

－

％

－ 40

124 －38 － － 72 － － 113 － － －124 － － 72 － 52

－

72

△41

△0 － －

－

－ 33 －

45

－

％ ％ ％

74 －

－ 520 － － 246

5

％

132 － － 246 － － 365

上期

％ ％

23

△21 － － △41 － － △69 －

－

74 －

－72 －

31 △29.7 49.3 62 △13.7 △2.8

40.9

△21 － － △52 －

31 △18.2 47.4

49.3

補足-4



２．医薬品セグメント　

A．売上高
（単位：億円）

国内事業

海外事業

生物学的製剤事業

国内事業

海外事業

B．営業利益
（単位：億円）

国内事業

海外事業

生物学的製剤事業

国内事業

海外事業

（注） 2019年3月期第2四半期より、生物学的製剤事業（ KMバイオロジクス）の業績ならびに計画を記載しております。

（注） 本ページに記載する各事業の売上高・営業利益の合計金額と、補足-3に記載する医薬品セグメント（連結）の売上高・営業利益との差は、セグメント内の消去額となります。

（注） 2019年2月7日に、2019年３月期 国内事業、海外事業の「売上高」、「営業利益」の数値を一部訂正しております。

44 － － 20 － 24 － 44 －5 － － 20 － － 34 － －

％％ ％ ％

14 － － 23 － － 41 － － 66 － － 23 － 42 － 66 －

％ ％％ ％ ％ ％ ％

2018年3月期
第１四半期 第２四半期累計 第３四半期累計 通期 2018年3月期　実績

実績
対前期
増減率

対上期計画
進捗率 実績

対前期
増減率

対上期計画
増減率 実績

対前期
増減率

対通期計画
進捗率 実績

対前期
増減率

対通期計画
増減率 上期

対前期
増減率 下期

対前期
増減率 通期

対前期
増減率

+41.9

2 △60.0 66.7 7 △62.3 +151.5 15 △53.5 143.9 7 △62.3 3 △85.6 11 △75.0

12 △11.1 55.8 41 +78.0 +81.7 100 +141.4 107.1

394

1,290 － －

％ ％ ％

対前期
増減率

対通期計画
進捗率 実績 上期

(実績)

％ ％ ％ ％ ％

実績
対前期
増減率 通期

582 － 1,290

％ ％ ％

対通期計画
進捗率 実績

対前期
増減率

対通期計画
増減率 上期

対前期
増減率

270 － － 582 － － 932 －

％％ ％

195 － － 291 －89 － －

2019年3月期
第１四半期 第２四半期累計

対上期計画
増減率

+10.6 426 +8.3

2018年3月期
第１四半期 第２四半期累計 第３四半期累計 通期 2018年3月期　実績

102 +15.0 52.5 206 +6.0 +6.0 305 +4.9 71.5

実績
対前期
増減率

276 +2.3 47.4 582 +0.0

％ ％ ％

220

実績
対前期
増減率

対上期計画
進捗率 実績

対前期
増減率

711

対前期
増減率

下期
（11/7修正）

99 － － 240 －

+0.0 964 +3.5

第３四半期累計

％ ％

対前期
増減率

通期
（11/7修正）

対前期
増減率

通期 2019年3月期　計画

上期
(実績)

対通期計画
増減率実績

対前期
増減率

対通期計画
進捗率 実績

対前期
増減率

％％ ％％ ％

206 +6.0

％

74.5 582 +0.0 +0.5 1,294 +0.3

対前期
増減率

対上期計画
進捗率 実績

％

－

2019年3月期
第１四半期 第２四半期累計 第３四半期累計 通期 2019年3月期　計画

実績

－

－

対上期計画
増減率

対前期
増減率

対上期計画
進捗率 実績

対前期
増減率

対上期計画
増減率 実績

％

18 －

707

％ ％

対前期
増減率

下期
（11/7修正）

対前期
増減率

394 － － 195 － 199 －－

41

対前期
増減率

対通期計画
増減率

35 －

99 － 200 － 300

％

下期
対前期
増減率

通期
（11/7修正）

対前期
増減率

％ ％ ％

+78.0 52 +22.0 94

対前期
増減率

－

－ － － 80.2 －

－ － － 16 － － 43 － 123.4 16 －
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Ⅲ．営業利益　増減分析

１．実績
（単位：億円）

売上増減

薬価改定の影響

原価の変動

経費等の増減

その他（子会社損益含む）

増減合計

（主な内訳）

※１： 【食品】 　　原材料コスト+12、その他+9

原価低減および生産体制の見直しに伴う

在庫評価替による差異

※２： 【食品】 物流費増△6、その他+34

【医薬品】 研究開発費減+11、固定販売費減+23、その他△8

２．計画
（単位：億円）

売上増減

薬価改定の影響

原価の変動

経費等の増減

その他（子会社損益含む）

増減合計

（注） KMバイオロジクスの業績は医薬品セグメントの「その他（子会社損益含む）」に含まれております。

△29 ― △29 ― △60 ― △60 ― △92

△60 ― △60 ― △65 ― △65 ― △125

721 649 75 △3

食品 医薬品

409 43 △1

他

2018年３月期 244 224 19 0 451

+28 +6 +22 ― +53 +15 +38 ―

第１四半期 第２四半期累計

連結合計 食品 医薬品 他 連結合計

+23 ―△11 △23 +12 ― △5 △28

△11 △10 +1 △2 △16 △16 +2 △2

△24 △13 △11 ― +15 +10 +5 ―

+8 △2

2019年３月期 197 184 14 △1 438 390 51

△47 △40 △5 △2 △13 △19

△2

上期（実績） 下期（11/7修正） 通期（11/7修正）

連結合計 食品 医薬品 他 連結合計

2018年３月期　実績 451 409 43 △1 495

他食品 医薬品 他 連結合計 食品 医薬品

432 66 △4 946 841 110

+53 +15 +38 ― +42

+9 +40

△10 +52 ― +95 +5 +90

△5 △28 +23 ―

― +36

+54 +37 +17 ― +49

△13 △19 +8 △2 +77

△16 △16 +2 △2 +25 +3 +20

+15 +10 +5 ― +21 +28 △7

第３四半期累計

連結合計 食品 医薬品 他

△0+58 +17 +2 +64 +39 +25

+2 +9

+86 +21 +65 ―

+54 +28

2019年３月期　計画 438 390 51 △2 571 491 83 △3 1,010 881 135 △6

△13 +22 △0

―

△5

―

+38 △2 ―

― △125 ―

+26 ―

796 649 151 △4

△1 △34 +33 ―

+75 △0 +76 △1

+28 △15 +44 △1

― △92 ―

通期

連結合計 食品 医薬品 他

【医薬品】

796

721

+28

+54(※2)

+86(※1)

△92

△1

2019年3月期 3Q累計

その他（子会社損益含む）

経費等の増減

原価の変動

薬価改定の影響

売上増減

2018年3月期 3Q累計

営業利益 増減分析

補足-6



Ⅳ．財政状態
（単位：億円）

流動資産

固定資産

流動負債

固定負債

株主資本
（注） 「『税効果会計に関わる会計基準』の一部改正」に伴い、上記の対前期末増減率は、この改正を遡及適用した前年通期実績と比較して

　計算しています。

連結　有利子負債

食品　セグメント資産

医薬品　セグメント資産

（注） 2019年3月期第2四半期より、KMバイオロジクスの業績が含まれております。

流動資産

固定資産

流動負債

固定負債

株主資本

連結　有利子負債

食品　セグメント資産

医薬品　セグメント資産

+5.0

2,120 △1.7 2,105 △2.5 2,171 +0.6 2,127 △1.4

4,313 △1.1 4,440 +1.8 4,550 +4.4 4,655 +6.8

(

参
考

)

1,555 +20.1 1,396 +7.8 1,534 +18.5 1,191 △8.0

6,247 △0.9 6,593 +4.6 6,694 +6.2 6,613

純資産 4,546 △0.6 4,696 +2.7 4,884 +6.8 4,951 +8.3

3,219 +2.5 3,325 +5.8 3,422 +8.9 2,944 △6.3

1,151 +2.3 1,167 +3.8 1,196 +6.4 1,379 +22.6

負債合計 4,371 +2.4 4,493 +5.3 4,619 +8.3 4,323 +1.3

3,731 △1.2 3,877 +2.7 4,073 +7.9 3,926 +4.0

5,185 +2.4 5,312 +4.9 5,430 +7.3 5,348 +5.7

総資産 8,917 +0.9 9,189 +4.0 9,503 +7.5 9,275 +4.9

％ ％ ％ ％

2018年3月期
第１四半期 第２四半期累計 第３四半期累計 通期

対前期末
増減率

対前期末
増減率

対前期末
増減率

対前期末
増減率

1,471 +23.5 1,367 +14.8 1,476 +24.0

+6.04,934+1.44,718 +9.05,076

負債合計

1,370 +1.1 1,575 +16.2 1,551 +14.4

5,627 +13.6純資産 5,027 +1.5 5,528 +11.6

3,071 +4.33,033 +3.0 2,934 △0.3

4,623 +7.54,404 +2.4 4,510 +4.9

5,862 +8.15,491 +1.3 5,880 +8.4

3,939 +2.9 4,158 +8.6 4,387 +14.6

+8.5 10,250 +10.8総資産 9,431 +1.9 10,039

％ ％％ ％

対前期末
増減率

対前期末
増減率

対前期末
増減率

2019年3月期
第１四半期 第２四半期累計 第３四半期累計 通期

対前期末
増減率

2,064 △2.9 2,779 +30.7 2,933 +37.9

(

参
考

)

6,582 △0.5 6,642 +0.4 6,744 +2.0

補足-7



Ⅴ．設備投資、減価償却費、研究開発費
（単位：億円）

　食品セグメント

　医薬品セグメント

　消去または全社

　食品セグメント

　医薬品セグメント

　消去または全社

　食品セグメント

　医薬品セグメント

　消去または全社
（注） 設備投資額および減価償却費は、無形固定資産も含まれた数値です。
（注） 2019年3月期上期実績および通期計画には、KMバイオロジクスの数値が含まれております。

Ⅵ．主な財務指標（連結ベース）

（注） 営業利益＋減価償却費＋のれん償却額

（注） 経常利益／期首・期末平均総資産

（注） 親会社株主に帰属する当期純利益／期首・期末平均自己資本

（注） 営業活動によるキャッシュ・フロー＋投資活動によるキャッシュ・フロー

（注） 親会社株主に帰属する当期純利益／（発行済株式数－自己株式数）

（注） （純資産総額－非支配株主持分）／（発行済株式数－自己株式数）

（注） （親会社株主に帰属する当期純利益＋減価償却費）／（発行済株式数－自己株式数）

（注） 期末株価終値／1株当たり当期純利益

（注） 期末株価終値／1株当たり純資産

（注） 期末株価終値／1株当たりキャッシュ・フロー

（注） 上記数値は2015年10月1日に実施しました株式分割後の株式数を遡及適用して算出しております。

←ほぼ短信サマリーから
の転記で済む！！！

13.1 ％

1,087 億円

△643 億円

443 億円

1,428 億円

11.5 ％

612 億円

4.9 ％

9,275 億円

422.15 円

1,191 億円

4,873 億円

52.5 ％

0.2 倍

10.6 ％

2018年３月期

通期

12,408 億円

946 億円

7.6 ％

3,360.70 円

743.35 円

130.00 円

30.8 ％

19.1 倍

2.4 倍

10.8 倍

１株当たり当期純利益

１株当たり純資産

１株当たりキャッシュ・フロー

16.1 ％

ROA 6.5 ％ 9.4

フリー・キャッシュ・フロー

209.79 円 425.06

投資活動によるキャッシュ・フロー △928 億円 △98

0 0 0 00

13265

　自己資本比率 42.2 ％ 47.8

％

4,489 億円

EBITDA 940 億円 1,216 億円

　EBITDAマージン 8.1 ％

1,358 億円

倍

有利子負債 2,214 億円 1,478 億円 1,294 億円

3.0 倍

株価キャッシュ・フロー倍率 14.8 倍 12.7 倍 12.7

倍 22.4 倍

株価純資産倍率

％ 50.8 ％

１株当たり配当金

2.9 倍 3.3 倍

株価収益率 34.9 倍 21.3

　配当性向 ％23.8 ％ 21.2

50.00 円 90.00 円

△63 億円 953 億円

494.24 円 710.89

円

2,515.26 円 2,777.28 円

円

3,064.91 円

26.6 ％

10.2 ％

14.2 ％

110.00 円

△442 億円

375 億円

413.11 円

728.21 円

億円

0.3 倍

818

8,838 億円

億円親会社株主に帰属する当期純利益 308 億円 625

総資産 8,773 億円 8,561

607 億円

4.9

億円

営業活動によるキャッシュ・フロー 864 億円 1,051 億円

　D/Eレシオ（有利子負債・自己資本比率）

233 504

203 443

9.9 ％

％

10.9 ％

883 億円

7.1 ％

12,424 億円

61 124 59 132

64 137

2017年３月期

上期 通期

173 365

22 53

29 60

上期 通期

241 423

28 57

0 0

221 458

192

自己資本 3,703 億円 4,088

億円

0.6 倍 0.4 倍

％

ROE 8.9 ％

億円

　当期純利益率 2.7 ％ 5.1 ％

1 2

　営業利益率 4.4 ％ 6.4

億円

営業利益 515 億円 777 億円

売上高 11,611 億円 12,237

1

126

197 420減価償却費

2

研究開発費 129

2017年３月期

通期

2015年３月期 2016年３月期

通期 通期

273

65 146

125 261

64

399

0

212 365

28 57

0 0

設備投資額

2016年３月期 2018年３月期

通期上期

125

31

6029

401193

465223

00

7841

638

348 717

306

265

2019年３月期 計画

上期
(実績)

通期
(11/7修正）

343 793

305 681

37 111

0 1

206 427

167 346

36 78

2 2

132 302

61 131

70 170

0 0
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Ⅶ．主力品売上高

１．食品セグメント（単体）
（単位：億円）

ヨーグルト

明治ブルガリアヨーグルト

プロバイオティクスヨーグルト

牛乳類

明治おいしい牛乳

チーズ

明治北海道十勝チーズ

アイスクリーム

チョコレート

栄養食品

スポーツ栄養

ヨーグルト

明治ブルガリアヨーグルト

プロバイオティクスヨーグルト

牛乳類

明治おいしい牛乳

チーズ

明治北海道十勝チーズ

アイスクリーム

チョコレート

栄養食品

スポーツ栄養

（注） 栄養食品には、「粉ミルク」「流動食」が含まれます。

通期 2019年3月期　計画

上期
(実績)

54 △2.0 47.9 113 +3.6 △0.8 160 +5.0 75.8 113 +3.6 97 +20.1 211 +10.6

282 +7.6 277 +4.1 559 +5.8138 +8.2 50.2 282 +7.6 +2.5 440 +5.6 78.6

366 △12.8 623 +0.5 990 △4.9179 △17.5 48.3 366 △12.8 △1.2 672 △10.6 67.9

283 +6.9 167 +1.4 451 +4.8122 +5.6 43.5 283 +6.9 +0.6 372 +4.2 82.6

66 +4.5 74 +12.7 141 +8.634 +1.7 53.5 66 +4.5 +3.9 105 +5.4 74.3

180 +5.0 184 +2.3 364 +3.692 +4.4 52.7 180 +5.0 +3.2 281 +4.9 77.1

297 △3.8 273 +1.8 570 △1.2142 △3.3 47.8 297 △3.8 △0.3 435 △3.1 76.3

552 △1.7 513 +0.7 1,065 △0.5269 △2.2 48.4 552 △1.7 △0.6 829 +0.3 77.8

521 △4.7 651 +0.8 1,173 △1.8271 △4.4 51.1 521 △4.7 △1.6 810 △5.2 69.1

419 +2.3 393 +6.3 812 +4.2210 +2.5 49.9 419 +2.3 △0.5 606 +1.8 74.6

450 +2.0 429 +7.5 880 +4.6225 +1.9 49.8 450 +2.0 △0.7 651 +1.5 74.0

％ ％ ％ ％ ％ ％

実績
対前期
増減率

対通期計画
増減率

対前期
増減率

下期
(11/7修正)

対前期
増減率

通期
(11/7修正)

対前期
増減率

％ ％ ％ ％ ％

実績
対前期
増減率

対上期計画
進捗率 実績

対前期
増減率

対上期計画
増減率 実績

対前期
増減率

2019年3月期
第１四半期 第２四半期累計 第３四半期累計

対通期計画
進捗率

％ ％ ％

△2.8 △2.8 370 △3.2 779

841 △2.8 △4.1

1,194 △0.2 △2.7 547 +2.2 646 △2.1 1,194

2018年3月期　実績

上期
対前期
増減率 下期

対前期
増減率 通期

％ ％

409

対前期
増減率

△2.8

％

779 △3.0

509 △3.0

441 △2.5 399 △3.2 841

1,071

△3.0

△0.2

562 +2.4 △0.2

2018年3月期
第１四半期 第２四半期累計 第３四半期累計 通期

実績
対前期
増減率

対上期計画
進捗率 実績

対前期
増減率

対上期計画
増減率 実績

対前期
増減率

対通期計画
進捗率 実績

対前期
増減率

対通期計画
増減率

％ ％ ％ ％ ％

409 △2.8 △3.4 595 △3.4 74.2

221 △5.1 48.2 441 △2.5 △4.1 642 △3.2 73.2

204 △5.9 48.3

+2.4 827 +1.4 77.3 1,071 △0.2 +0.1275 +1.7 50.2 562 +2.4

283 +0.2 52.1 547 +2.2 +0.6 855 △0.2 69.6

147 +1.4 48.1 309 +2.4 +0.6 449 +1.4 76.2 577 △0.3 △2.1 309 +2.4 268 △3.2 577 △0.3

△1.3

88 △1.5 53.5 172 △0.6 +4.3 267 △0.8 77.1 352 △0.8 +1.3 172 △0.6 180 △1.0 352

△3.6 265 △12.1 165 △8.5 430

△0.8

33 +3.9 54.3 64 +2.5 +2.6 99 +0.4 75.6 130 △1.3 △1.2 64 +2.5 66 △4.7 130

43.1 265 △12.1 △1.4 357 △10.8 80.0 430 △10.8

266 +2.8 528

△10.8

217 +5.0 51.4 420 +3.6 △0.5 751 +3.2 71.4 1,040 +1.4 △1.1 420 +3.6 619 △0.1 1,040 +1.4

116 △12.0

+0.3 416 +2.0 78.4 528 +1.1 △0.5 262 △0.5 +1.1

56 +14.4 51.0 109 +11.4 +0.1 152 +10.0 75.3 191 +10.4 △5.7 109 +11.4 81 +9.1 191 +10.4

127 △3.4 48.8 262 △0.5
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２．医薬品セグメント（単体）
（単位：億円）

実績
対前期
増減率

対上期計画
進捗率 実績

対前期
増減率

対上期計画
増減率 実績

対前期
増減率

対通期計画
進捗率 実績

対前期
増減率

対通期計画
増減率

上期
(実績)

対前期
増減率

下期
(11/7修正)

対前期
増減率

通期
(11/7修正)

対前期
増減率

％ ％ ％ ％ ％ ％ ％ ％ ％ ％ ％

125 +6.3 48.0 267 +3.5 +2.1 439 +7.2 78.0 267 +3.5 296 +2.2 563 +2.8

メイアクト 11 △27.9 43.7 21 △36.4 △16.2 36 △38.2 75.5 21 △36.4 26 △35.6 47 △36.0

リフレックス 44 +5.7 44.3 99 +1.2 △1.8 147 △2.2 81.0 99 +1.2 83 △16.6 182 △7.8

シクレスト 8 +45.8 41.3 18 +36.6 △12.7 28 +33.8 64.7 18 +36.6 25 +69.7 43 +53.9

ビラノア 11 +426.5 75.1 17 +285.1 +15.7 28 +133.5 54.0 17 +285.1 35 +28.7 53 +64.9

109 +2.1 47.9 228 △0.9 △0.3 354 △0.7 75.1 228 △0.9 244 +3.0 472 +1.1

アムロジピン 10 +1.0 48.7 22 △2.8 +1.0 33 △5.5 73.8 22 △2.8 23 △2.1 45 △2.5

タゾピペ 11 +19.8 44.3 26 +21.7 +0.3 40 +15.9 70.4 26 +21.7 31 +22.4 57 +22.1

感染症領域総計 82 +0.9 47.6 180 +2.0 +4.2 314 +10.3 80.7 180 +2.0 208 +7.8 389 +5.0

中枢神経系領域総計 84 +7.5 45.7 181 +3.1 △2.0 275 +0.6 77.6 181 +3.1 173 △3.9 354 △0.5

－ － － 71 － － 178 － 85.4 71 － 137 － 209 －

－ － － 17 － － 36 － 67.9 17 － 36 － 53 －

実績
対前期
増減率

対上期計画
進捗率 実績

対前期
増減率

対上期計画
増減率 実績

対前期
増減率

対通期計画
進捗率 実績

対前期
増減率

対通期計画
増減率 上期

対前期
増減率 下期

対前期
増減率 通期

対前期
増減率

％ ％ ％ ％ ％ ％ ％ ％ ％ ％ ％

118 +4.2 41.1 258 +4.7 △10.2 410 +0.7 69.2 548 +2.4 △7.5 258 +4.7 289 +0.5 548 +2.4

メイアクト 15 △21.8 41.2 34 △20.9 △10.4 58 △22.2 77.6 74 △23.8 △0.8 34 △20.9 40 △26.1 74 △23.8

リフレックス 42 △8.2 40.3 97 +1.4 △6.7 150 +1.9 73.5 197 +1.5 △3.7 97 +1.4 99 +1.5 197 +1.5

シクレスト 5 +60.4 39.6 13 +140.2 △10.5 20 +131.0 55.8 28 +113.2 △25.1 13 +140.2 14 +93.3 28 +113.2

ビラノア 2 ― 17.5 4 ― △63.2 12 +77.0 36.0 32 +307.9 △5.7 4 ― 27 +250.3 32 +307.9

107 +10.7 45.9 230 +13.2 △1.6 357 +11.7 74.5 467 +10.0 △2.5 230 +13.2 237 +7.1 467 +10.0

アムロジピン 10 △1.3 44.0 22 +1.4 △5.1 35 +1.3 75.2 46 +0.0 △1.2 22 +1.4 23 △1.3 46 +0.0

タゾピペ 9 +177.3 52.7 21 +153.8 +17.4 34 +133.4 75.9 47 +111.3 +2.4 21 +153.8 25 +84.6 47 +111.3

感染症領域総計 81 +1.4 45.4 176 +3.3 △1.7 284 +0.4 75.8 370 +0.3 △1.4 176 +3.3 193 △2.4 370 +0.3

中枢神経系領域総計 78 △3.9 42.0 176 +5.5 △6.1 273 +6.6 73.1 356 +5.6 △4.7 176 +5.5 180 +5.7 356 +5.6

（注） 国内医療用医薬品は、Meiji Seika ファルマの単体情報を記載しております。

（注） 2019年3月期第2四半期より、KMバイオロジクスの単体情報（生物学的製剤）を記載しております。

2019年3月期　計画

先発品計

ジェネリック医薬品計

2019年3月期

第１四半期 第２四半期累計 第３四半期累計 通期

先発品計

ジェネリック医薬品計

国
内
医
療
用
医
薬
品

参
考

2018年3月期　実績

2018年3月期

第１四半期 第２四半期累計 第３四半期累計 通期

生

物

学

的

製

剤

ヒト用ワクチン計

血漿分画製剤計

参
考

国
内
医
療
用
医
薬
品
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Ⅷ．その他

１．医薬品開発品目一覧

A. 感染症領域

B. 中枢神経系領域

C. 新領域

D. ワクチン

E. 血漿分画製剤

ステージ 開発コード（一般名） 剤型 薬効分類 備考

Phase Ⅰ OP0595（Nacubactam） 注射剤 β-ラクタマーゼ阻害薬 自社開発

PhaseⅡ ME1111 外用剤 爪真菌症治療薬 自社開発

Phase Ⅰ
（海外）

ME1100（アルベカシン） 吸入剤 院内感染肺炎／人工呼吸器関連肺炎治療薬 自社開発

ステージ 開発コード（一般名） 剤型 薬効分類 備考

ME2125（サフィナミド） 経口剤 パーキンソン病治療薬
導入元：Neｗron Pharmaceuticals社 （イタリア）
導出先：エーザイ株式会社

PhaseⅡ
（国際共同臨床試験）

SP-02L（Darinaparsin） 注射剤 再発・難治性末梢性T細胞リンパ腫（PTCL）治療薬 開発：ソレイジア・ファーマ株式会社

Phase Ⅰ DMB-3111 注射剤
乳癌/胃癌治療薬
（バイオ後続品）

共同開発：Dong-A Socio Holdings株式会社（韓国）
導出先：Gedeon Richter Plc. (ハンガリー）

剤型 薬効分類 備考

申請中

PhaseⅡ リフレックス Org3770（ミルタザピン） 経口剤
線維筋痛症治療薬
（適応拡大）

導入元：MSD株式会社

Phase Ⅲ ME2112（ジプラシドン） 経口剤 統合失調症治療薬 導入元：ラクオリア創薬株式会社

ステージ 開発コード（一般名）

Phase Ⅰ
（海外）

KD-382 デング熱の予防 自社開発

Phase Ⅰ/Ⅱ KD-404 インフルエンザの予防 自社開発

ステージ 開発コード 目標適応 備考

Phase Ⅲ KD-370
百日せき菌、ジフテリア菌、破傷風菌、ポリオウイルス、ヘモフィルスインフ
ルエンザ菌ｂ型による感染症の予防

自社開発

申請準備中 KD5-71 視神経炎（ステロイド剤が効果不十分な場合に限る） 共同開発：帝人ファーマ株式会社

Phase Ⅲ KD-371
顕微鏡的多発血管炎における神経障害の改善（ステロイド剤が効果不十分
な場合に限る）

共同開発：帝人ファーマ株式会社

ステージ 開発コード 目標適応 備考

申請中 KD6-71
慢性炎症性脱髄性多発根神経炎（多巣性運動ニューロパチーを含む）の筋
力低下の改善用

共同開発：帝人ファーマ株式会社
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２．セグメント内の区分変更について

 2019年3月期からセグメント内の事業区分を下図のように変更し、2019年3月期以降の計画および実績の数値は、新区分で開示しています。

 なお2019年3月期第2四半期より、生物学的製剤事業（KMバイオロジクス(株)）の業績ならびに計画を記載しております。

食品セグメント 医薬品セグメント

【旧区分 （2018年３月期まで） 】 【新区分 （2019年３月期から） 】 【旧区分 （2018年３月期まで） 】 【新区分 （2019年３月期から） 】

◆ 発酵デイリー事業 ◆ 発酵デイリー事業 ◆ 医療用医薬品事業 ◆ 国内事業

・国内医療用医薬品事業

◆ 加工食品事業 ◆ 加工食品事業 ・国内生物産業事業

◆ 生物産業事業

◆ 菓子事業 ◆ 菓子事業

◆ 海外事業

◆ 栄養事業 ◆ 栄養事業 ・海外医療用医薬品事業

・海外生物産業事業

◆ その他事業 ◆ 海外事業

・国内子会社 （2019年3月期第2四半期から）

・海外子会社、輸出 ◆ その他国内子会社事業 ◆ 生物学的製剤事業

・ヒト用、動物用ワクチン

・血漿分画製剤 　　　　　　等
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